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論文内容の要旨

本論文は，多種類の金属薄板について基本的な V形および円弧形断面のロール成形実験をおこない，

長子方向形状および断面形状に及ぼす素材材質の影響を明らかにするとともに，成形作業の立場から

ロール成形性を評価するための材料特性値の検討をおこなったもので， 6 章より成っている。

第 1 章は緒論で，ロール成形加工における従来の研究の概要を述べるとともに，本研究の目的と必

要性を明らかにしている。

第 2 章では， V形単段ロール成形実験をおこない，長子方向の材料のそりは，焼鈍材の場合には合

金元素の量が増加するほど，また焼鈍材に調質圧延をほどこした場合には延伸率が大きくなるほど減

少するが，焼鈍材に通常のローラーレベリングまたは調質圧延後ひずみ時効をほどこしてもほとんど

変化しないこしを示している。これに対して断面形状は，長子方向にそりが出にくい金属ほどその精

度が悪くなることを示している。つぎに製品形状と強い相関を有する材料特性値として，長手方向そ

りに対しては引張試験における荷重時と除荷時のひずみの差 ~R を，断面形状に対しては均一曲げ試験

にむける荷重時と除荷時のひずみ差 eR を見出している。さらに， ~R の値は断面形状に対しでもよい相

関のあることを示している。

第 3 章では，円弧形単段ロール成形実験をおこない，製品形状と材質の関係はV形成形と全く同ー

であるこ二とを明らかにしている。製品形状と材料特性値の関係については， V形成形と同様に長手方

向そりに対しては ~Rの値が，また断面形状に対しては白の値が強い相関を示したが，特に εRは円弧

形成形の場合には，断面形状に対しでも eR とほぼ同等の強い相関のあることを示している。

第 4 章では，ロール成形性を評価する材料特性値として εR を用いることが実用的であるという観点
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から，一般のロール成形加工で材料に発生するひずみ域(数%以内)での hの挙動を明らかにし，調

質圧延延伸率および引張予ひずみを関数としたE: R の計算式を提案し，これにより εR を精度良く推定

できることを示している。

第 5 章では，上述の εR を用いることにより，従来の手法に比較して，ロール成形品に対する素材の

選定や入荷する材料の品質管理を適確におこなうことができることを明らかにしている。

第 6 章は総括で，以上の研究結果をまとめている。

論文の審査結果の要旨

金属薄板のロール成形はプレス成形とともにその利用が増加しているが金属薄板の材質に着目した

プレス成形性に関する研究が広くおこなわれているのに対してロール成形性に関する研究は少なく，

ロール成形性を評価する手段が確立されていない。

本研究は多種類の金属薄板について基本的な V形および円弧形断面のロール成形をおこない，長手

方向形状および断面形状に対する素材材質の影響を明らかにし，ロール成形性を評価するための材料

特性値に+食言すを加えている。

まず， v形および円弧形断面のそれぞれの単段ロール成形実験をおこない 長子方向の材料のそり

変形は焼鈍材では合金元素が増加するほど また焼鈍材に調質圧延を加えた場合には延伸率が大きく

なるほど減少することを明らかにし，焼鈍材にローラーレベリングまたは調質圧延を加えた後にひず

み時効をほどこしてもほとんど変化がないことを明らかにしており，断面形状は長手方向にそりが出

にくい金属ほど精度が悪くなることを示している。

つぎに，製品形状と材料特性値の関係について検討を加え，長子方向そりに対しては引張試験にお

ける荷重時と除荷時のひずみの差 εR が， また断面形状に対しては均一曲げ試験における同様なひず

みの差白が強い相関を有することを明らかにしている。

さらに，一般のロール成形加工で材料に生ずるひずみ域での εRの挙動を明らかにし，素材ごとに変

化する調質圧延の延伸率および成形中に生ずる引張予ひずみを関数とした εR の計算式を求め， これ

により素材の加工履歴および成形工程の変化にともなう εR の変動を容易に，かつ精度よく求め得る手

法を提案している。

以上のように本論文は金属薄板のロール成形性を評価するための材料特性値を求めるとともに，実

際のロール成形加工への適用の基礎を明らかにしたもので，金属塑性加工学および金属材料学に寄与

するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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